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 一方、平成 17 年 6 月に、動物の愛護及び管
理に関する法律の一部を改正する法律（平成






和 48 年法律第 105 号。以下「法」という。）
及び実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽

































































    動物実験委員会を設置すること。  
※動物実験委員会の役割  














     ・動物実験等に関して優れた識見を有
する者  
     ・実験動物に関して優れた識見を有す
る者  



























































   次に掲げる事項を踏まえ、適正な動物 
実験等の方法を選択して実施すること。  
・代替法の利用  






























































   適切に維持管理された施設及び設備を
用いて実施すること。  
 ○実験動物の飼養及び保管  
   動物実験等を実施する際の実験動物の
飼養及び保管は、法及び飼養保管基準を
踏まえ、科学的観点及び動物の愛護の観
点から適切に実施すること。 
 
３．参考 
○「動物実験の適正な実施に向けたガイド
ライン」について 
  日本学術会議が、文部科学省及び厚生
労働省からの依頼により作成したもので
あり、各研究機関等が「基本指針」を踏
まえ、動物実験等に関する規定等を整備
する際のモデルとなるものを記載してい
る。 
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